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2 β本式露営の彪成   
まず、どのようにして現在の日本式経営が形成されたかということについて、歴史  
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3 計点の心屠  
生きこい卓人膚脇列現謬ごあ卓彦倉ノご、忍ぎめ脚ヂを粛粛ぎ岳ごとガ  


















































































































『甘えの構造』p59より引用する。   
「日本の社会では何か不祥事ガ生じた際、厳密には個人的責任ガないにも拘わうず、な  
おかう関係者ガ責任を取って辞職することガ多いガ、これはいかにも日本的な罪と恥の混  
成である。ニの場合事実上の責任よりも、自分ガ所属する集団に対する連帯感ガ優先する。 ■  
彼は連帯感故に不祥事を恥辱こ感じ、自分は関係ないというここガできない。そうするこ  
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に言う国際化）が遅れているのはこのような心理状況のせいではないだろうか。   
また、世代が変わる中、今までの「甘え」と「内」の世界に満足できない人々を受  
け入れることに関しても、企業はつまづいている。他の先進国より多い労働時間をも  






























































































































‘‘securityis皿Ortals’chiefest enemy．’’  
油断（甘え）は人の敵なのだかう。  
Willia皿Shakespeare，Macbeth（ActIII，Scenev，1ine32）  
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